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発表内容

本資料は、令和5年度ブリ資源評価の結果に加えて、令和5年10⽉に
開催された第1回資源管理⽅針に関する検討会（ブリ）での議論に基
づき依頼された事項への検討結果で構成されています。

⽬次
1. 令和5年度資源評価
2. 管理基準値案

① 令和3年度に提⽰した管理基準値案
② リッカー型再⽣産曲線で加⼊量が最⼤になる親⿂量
③ 神⼾プロット

3. 将来予測
① 令和5年度将来予測
② 異なるシナリオの下での将来予測
(参考)若齢⿂を獲り控えた場合の将来予測

4. 資源評価のステップアップ
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1．令和5年度資源評価

分布と⽣物学的特性

⽣物学的特性
 寿命︓7歳前後
 成熟開始年齢︓2歳で50%、

3歳で100%
 産卵期・産卵場︓太平洋側

で1〜5⽉、⽇本海側で1〜7
⽉、東シナ海の陸棚縁辺部
を中⼼として、太平洋側で
は九州沿岸〜伊⾖諸島以⻄、
⽇本海側では九州沿岸〜能
登半島周辺以⻄

 ⾷性︓稚⿂は動物プランク
トン、幼⿂以降では⿂⾷性

 捕⾷者︓幼⿂期の共⾷いと
未成⿂期から成⿂期でのハ
クジラ類が確認されている。
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1．令和5年度資源評価

漁獲量

• ⽇本に加えて韓国の漁獲量も含む
• 2010年に漁獲量が急増
• 近年は12万トン前後の漁獲量
• 2022年の漁獲量は、11.4万トン

• ⽇本︓9.3万トン
• 韓国︓2.1万トン

• 資源評価の期間は1994〜2022年
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解析データ
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1．令和5年度資源評価

資源評価のデータと流れ

漁業養殖⽣産統計年報
ブリ類漁獲量
漁獲成績報告書（⼤中まき）
⽔産統計（韓国海洋⽔産部）

⽉別主要港別銘柄別⽔揚量
体⻑組成

年齢-銘柄関係

年別年齢別漁獲尾数
年別年齢別平均体重

コホート解析
⾃然死亡係数︓0.3（/年）
（モジャコ期は0.6（/年））

年別年齢別資源尾数
年別年齢別資源量⽇本海（+岩⼿）の

ブリの年齢-体⻑情
報に基づく成⻑曲線



1．令和5年度資源評価

年齢別漁獲尾数・漁獲量

• 漁獲尾数では、0（モジャコ期）
〜1歳が全体の8〜9割を占める

• 全体の漁獲量のうち、
0歳後期〜1歳は約半分、
0〜2歳⿂は7割強
を占める

 若齢⿂も多く利⽤

6年



1．令和5年度資源評価

資源量と年齢別資源尾数

• 1994〜2008年の資源量は14.0〜
22.3万トン

• 2009、2010年に資源量増加
• 2010年以降、資源量は⾼⽔準
• 2022年の資源量は32.6万トン
• 0歳⿂（後期）と1歳が中⼼の資源

の構成
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1．令和5年度資源評価

加⼊量と親⿂量

加⼊量（0歳（モジャコ期）資源尾数）
• 2009年に最⼤の加⼊
• 2009年以降、⾼⽔準の加⼊
• 2019年、2020年に⾼い加⼊
• 2021年、2022年では加⼊が減少

親⿂量
• 2012、2013年に顕著に増加
• 2012年以降、⾼⽔準を維持
• 2018年以降、減少傾向
• 2022年は資源評価期間中で最⾼

の18.7万トン
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2．管理基準値案 ①令和3年度に提⽰した管理基準値案

MSYと管理基準値案
ブリの⽬標管理基準値案としては最⼤持続⽣産量（MSY）が得られる親⿂量を、限
界管理基準値案としてはMSYの60％が得られる親⿂量を提案した。

対応する親⿂量
（万トン）

期待できる平均漁獲量
（万トン）管理基準値案

22.2（SBmsy）13.0⽬標管理基準値案
6.9（SB0.6msy）7.8限界管理基準値案
0.9（SB0.1msy）1.3禁漁⽔準案 9

リッカー型再⽣産関係

親⿂量（万トン）

加
⼊

量
（

億
尾

）

漁獲量曲線

平
均

漁
獲

量
（

万
ト

ン
）

平均親⿂量（万トン）



2．管理基準値案 ②リッカー型再⽣産曲線で加⼊量が最⼤になる親⿂量

加⼊量が最⼤となる親⿂量（SBRmax）
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SBRmaxに対応
する漁獲量MSYSBRmax⽬標管理基準値案

SBmsy

12.6万トン13.0万トン17.9万トン22.2万トン

加
⼊

量
（

億
尾

）

親⿂量（万トン） 平均親⿂量（万トン）
平

均
漁

獲
量

（
万

ト
ン

）

SBRmax
⽬標管理
基準値案

リッカー型再⽣産関係
漁獲量曲線

R5年10⽉のSH会議での議論
• ⽬標管理基準値案SBmsy（22.2万トン）はリッカー型再⽣産曲線で加⼊量が最⼤となる

親⿂量を上回る
• 加⼊量が最⼤となる親⿂量を⽬標とした場合の検討

SBRmax



2．管理基準値案 ③神⼾プロット

神⼾プロット（神⼾チャート）

漁獲圧
• 1994年以降、MSYを実現する漁獲圧を上

回った
• 2016、2021年はSBRmaxを実現する漁獲

圧を下回った

親⿂量
• 1994年以降、MSYを実現する親⿂量を下

回った
• 2017、2022年はSBRmaxを上回った

11

漁
獲

圧
の

⽐
（

F/
Fm
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）

親⿂量の⽐（SB/SBmsy）

SBRmax/SBmsy

FSBRmax/Fmsy



3．将来予測 ①令和5年度将来予測

漁獲管理規則案
• 親⿂量に対して提案する漁獲の強さ（漁獲圧）
• MSYを実現する漁獲圧（Fmsy）に調整係数βを乗じた漁獲圧βFmsyを基準
• 親⿂量が限界管理基準値案を下回る場合には、親⿂量の減少の度合いに応じて漁獲圧

を引き下げ、速やかな資源回復を⽬指す
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この例ではβは0.8

親⿂量（万トン）

漁
獲

圧
の

⽐
（

F/
Fm

sy
）

年齢別選択率過去5年平均漁獲圧
（最近年除く）年齢

0.210.140歳（モジャコ期）
0.960.630歳（後期）
1.000.661歳
0.740.482歳・3+歳



3．将来予測 ①令和5年度将来予測

異なる調整係数βによる将来予測結果の例
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漁獲管理規則案に基づく将来予測

現状の漁獲圧に基づく将来予測

実線は予測結果の平均値を、網掛けは予
測結果（2,000回のシミュレーションを
試⾏）の90%が含まれる範囲を⽰す。

MSY
⽬標管理基準値案
限界管理基準値案
禁漁⽔準案

• 0.8Fmsyでの漁獲を継続した場合、平均値としては、親⿂量は⽬標管理基準案を⼤きく上回る
⽔準で推移し、漁獲量はMSYを少し下回る⽔準で推移

• 0.95Fmsyでの漁獲を継続した場合、平均値としては、親⿂量は⽬標管理基準案を少し上回る
⽔準で推移し、漁獲量はほぼMSYの⽔準で推移

年 年

βが0.8の場合 βが0.95の場合



2034年に親⿂量がSBmsy（22.2万トン）を上回る確率
2034203320322031203020292028202720262025202420232022β

48%22.322.322.322.322.121.520.418.816.112.411.615.218.71.00
75%23.923.823.924.024.023.422.120.116.912.611.615.218.70.95
92%25.425.425.525.825.925.524.021.617.712.911.615.218.70.90
97%27.026.927.127.627.927.626.023.218.613.211.615.218.70.85

100%28.528.428.629.329.929.928.224.919.513.511.615.218.70.80
100%30.129.830.131.032.032.330.526.720.513.811.615.218.70.75
100%31.631.231.532.634.234.833.028.621.514.111.615.218.70.70

0%13.012.912.912.812.712.612.412.412.110.811.615.218.7現状の漁獲圧

3．将来予測 ①令和5年度将来予測

将来予測結果︓将来の親⿂量と漁獲量
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将来の平均漁獲量（万トン）

• βが0.95以下であれば、親⿂量は10年後にSBmsyを75%以上の確率で上回る
• βが0.95のとき、2024年の平均漁獲量は8.3万トン

※⽔産庁依頼に基づき、βについて0.05刻みで結果を表⽰

将来の平均親⿂量（万トン）

2034203320322031203020292028202720262025202420232022β
13.013.012.912.912.912.812.512.011.19.88.610.511.41.00
12.912.912.912.912.912.912.612.111.19.68.310.511.40.95
12.812.812.812.812.912.912.712.111.09.47.910.511.40.90
12.612.612.612.612.712.812.712.110.99.27.610.511.40.85
12.312.312.312.312.512.712.612.010.88.97.210.511.40.80
12.011.911.912.012.212.412.411.910.68.76.910.511.40.75
11.611.511.411.511.812.112.211.710.48.46.510.511.40.70
11.311.211.211.211.111.010.910.910.710.310.410.511.4現状の漁獲圧



3．将来予測 ②異なるシナリオの下での将来予測

検討した将来予測のシナリオ
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コメント漁獲量削減幅
（5年間を対象）親⿂量の⽬標シナリオ

基準のシナリオ上限なし
SBmsy

（⽬標管理基準案）

ベースケース
（S0）

前年からの漁獲量の
削減が10%以内10%以内S1

上限なしSBRmax
（リッカー型再⽣産
曲線で加⼊量が最⼤

になる親⿂量）

S2

前年からの漁獲量の
削減が10%以内10%以内S3



2034年に親⿂量がSBmsy（22.2万トン）を上回る確率
2034203320322031203020292028202720262025202420232022β

48%22.322.322.222.221.821.019.617.715.011.611.615.218.71.00
76%23.923.923.924.023.622.720.918.515.311.611.615.218.70.95
93%25.525.525.725.825.624.522.319.315.611.711.615.218.70.90
98%27.027.127.427.727.626.423.720.115.811.711.615.218.70.85

100%28.528.729.229.829.728.325.120.816.011.711.615.218.70.80
100%30.030.230.931.832.030.426.521.416.111.711.615.218.70.75
100%31.431.732.734.034.432.527.922.016.211.711.615.218.70.70

0%13.012.912.912.812.712.612.412.412.110.811.615.218.7現状の漁獲圧

3．将来予測 ②異なるシナリオの下での将来予測

シナリオ1（S1）︓将来の親⿂量と漁獲量
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将来の平均漁獲量（万トン）

• βが0.95以下であれば、親⿂量は10年後にSBmsyを76%以上の確率で上回る
• βが0.95のとき、2024年の平均漁獲量は9.5万トン

将来の平均親⿂量（万トン）

2034203320322031203020292028202720262025202420232022β
13.013.012.912.912.812.712.311.610.69.39.510.511.41.00
12.912.912.912.912.912.712.311.610.49.19.510.511.40.95
12.812.812.812.912.912.712.311.410.18.99.510.511.40.90
12.612.612.612.712.812.712.211.39.88.79.510.511.40.85
12.312.312.312.512.612.512.011.09.58.69.510.511.40.80
12.011.912.012.212.412.411.810.79.18.69.510.511.40.75
11.511.511.611.812.112.111.610.38.78.59.510.511.40.70
11.311.211.211.211.111.010.910.910.710.310.410.511.4現状の漁獲圧

⽬標︓SBmsy、漁獲量削減幅︓10％以内



• 親⿂量に対して提案する漁獲の強さ（漁獲圧）
• リッカー型再⽣産曲線で加⼊量が最⼤になる親⿂量（SBRmax）を実現する漁獲圧

（FSBRmax）に調整係数βを乗じた漁獲圧βFSBRmaxを基準
• 親⿂量が限界管理基準値案を下回る場合には、親⿂量の減少の度合いに応じて漁獲圧

を引き下げ、速やかな資源回復を⽬指す
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この例ではβは0.8

親⿂量（万トン）

漁
獲

圧
の

⽐
（

F/
Fm

sy
）

3．将来予測 ②異なるシナリオの下での将来予測

SBRmaxを⽬標とした代替漁獲管理規則案

0.8FSBRmax

FSBRmax
SBRmax
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代替漁獲管理規則案に基づく将来
予測

現状の漁獲圧に基づく将来予測

実線は予測結果の平均値を、網掛けは予
測結果（2,000回のシミュレーションを
試⾏）の90%が含まれる範囲を⽰す。

SBRmaxに対応
する漁獲量
SBRmax
限界管理基準値案
禁漁⽔準案

• 0.8FSBRmaxでの漁獲を継続した場合、平均値としては、親⿂量はSBRmaxを⼤きく上回る⽔準
で推移し、漁獲量はSBRmaxに対応する漁獲量を少し下回る⽔準で推移

• 0.95FSBRmaxでの漁獲を継続した場合、平均値としては、親⿂量はSBRmaxを少し上回る⽔準
で推移し、漁獲量はSBRmaxに対応する漁獲量を少し下回る⽔準で推移

年 年

βが0.8の場合 βが0.95の場合

3．将来予測 ②異なるシナリオの下での将来予測

シナリオ2（S2）︓異なる調整係数βによる将来予測結果の例



2034年に親⿂量がSBmsy（22.2万トン）を上回る確率
2034年に親⿂量がSBRmax（17.9万トン）を上回る確率

2034203320322031203020292028202720262025202420232022β
2%47%17.917.817.717.617.316.916.215.414.111.611.615.218.71.00

11%82%19.719.619.519.419.218.717.816.714.911.911.615.218.70.95
34%96%21.521.421.421.421.220.619.618.115.712.211.615.218.70.90
67%100%23.323.323.323.423.322.721.519.616.612.511.615.218.70.85
90%100%25.125.125.225.425.525.023.621.317.612.811.615.218.70.80
97%100%26.926.827.027.427.727.425.823.018.513.211.615.218.70.75

100%100%28.628.528.729.430.130.028.324.919.613.511.615.218.70.70
0%0%13.012.912.912.812.712.612.412.412.110.811.615.218.7現状の漁獲圧
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• βが0.95以下であれば、親⿂量は10年後にSBRmaxを82%以上の確率で上回る
• βが0.85以下であれば、親⿂量は10年後にSBmsyを67%以上の確率で上回る
• βが0.95のとき、2024年の平均漁獲量は9.1万トン
• βが0.85のとき、2024年の平均漁獲量は8.4万トン

将来の平均漁獲量（万トン）

将来の平均親⿂量（万トン）
⽬標︓SBRmax 、漁獲量削減幅︓上限なし

2034203320322031203020292028202720262025202420232022β
12.612.612.512.512.412.212.011.611.010.19.510.511.41.00
12.912.812.812.812.712.512.211.811.110.09.110.511.40.95
13.012.912.912.912.912.712.512.011.19.88.810.511.40.90
12.912.912.912.912.912.912.612.111.19.78.410.511.40.85
12.812.812.812.912.912.912.712.111.09.48.010.511.40.80
12.612.612.612.612.712.812.712.110.99.27.610.511.40.75
12.312.312.212.312.512.612.612.010.88.97.210.511.40.70
11.311.211.211.211.111.010.910.910.710.310.410.511.4現状の漁獲圧

3．将来予測 ②異なるシナリオの下での将来予測

シナリオ2（S2）︓将来の親⿂量と漁獲量



2034年に親⿂量がSBmsy（22.2万トン）を上回る確率
2034年に親⿂量がSBRmax（17.9万トン）を上回る確率

2034203320322031203020292028202720262025202420232022β
2%47%17.917.817.617.517.216.816.115.213.911.511.615.218.71.00

11%82%19.719.619.519.419.018.517.516.314.411.611.615.218.70.95
34%96%21.521.421.421.320.920.218.917.214.811.611.615.218.70.90
67%100%23.323.323.323.323.022.120.418.215.211.611.615.218.70.85
90%100%25.125.125.325.425.124.122.019.115.511.711.615.218.70.80
97%100%26.927.027.327.627.426.223.620.015.811.711.615.218.70.75

100%100%28.628.829.329.929.828.425.220.816.011.711.615.218.70.70
0%0%13.012.912.912.812.712.612.412.412.110.811.615.218.7現状の漁獲圧
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• βが0.95以下であれば、親⿂量は10年後にSBRmaxを82%以上の確率で上回る
• βが0.85以下であれば、親⿂量は10年後にSBmsyを67%以上の確率で上回る
• βが0.95以下であれば、2024年の平均漁獲量は9.5万トン

将来の平均漁獲量（万トン）

将来の平均親⿂量（万トン）
⽬標︓SBRmax 、漁獲量削減幅︓10％以内

2034203320322031203020292028202720262025202420232022β
12.612.612.512.512.312.211.911.510.910.09.710.511.41.00
12.812.812.812.712.612.412.111.610.89.89.510.511.40.95
13.012.912.912.912.812.612.211.610.79.59.510.511.40.90
13.012.912.912.912.912.712.311.610.59.29.510.511.40.85
12.812.812.812.912.912.712.311.510.28.99.510.511.40.80
12.612.612.612.712.812.712.211.39.88.79.510.511.40.75
12.312.312.312.512.612.512.011.09.48.69.510.511.40.70
11.311.211.211.211.111.010.910.910.710.310.410.511.4現状の漁獲圧

3．将来予測 ②異なるシナリオの下での将来予測

シナリオ3（S3）︓将来の親⿂量と漁獲量



リスク
（10年間に1度でも起きる確率）

β漁獲量
削減幅

親⿂量
の⽬標シナリオ 漁獲量が半減す

る
親⿂量が禁漁⽔
準案を下回る

親⿂量が限界管
理基準値案を下

回る
0.0%0.0%0.0%0.95上限

なし

SBmsy

S0 0.0%0.0%0.0%0.80
0.0%0.0%0.0%1.00

10％
以内S1

0.0%0.0%0.0%0.95
0.0%0.0%0.0%0.90
0.0%0.0%0.0%0.85
0.0%0.0%0.0%0.80
0.0%0.0%0.0%0.75
0.0%0.0%0.0%0.70
0.0%0.0%0.0%1.00

上限
なし

SBRmax

S2

0.0%0.0%0.0%0.95
0.0%0.0%0.0%0.90
0.0%0.0%0.0%0.85
0.0%0.0%0.0%0.80
0.0%0.0%0.0%0.75
0.0%0.0%0.0%0.70
0.0%0.0%0.0%1.00

10％
以内S3

0.0%0.0%0.0%0.95
0.0%0.0%0.0%0.90
0.0%0.0%0.0%0.85
0.0%0.0%0.0%0.80
0.0%0.0%0.0%0.75
0.0%0.0%0.0%0.70

3．将来予測 ②異なるシナリオの下での将来予測

リスク評価

21



3．将来予測 （参考）若齢⿂を獲り控えた場合の将来予測

将来予測の⽅法とシナリオ

22

⾼齢⿂の漁獲圧の平均引き上げ率若齢⿂の漁獲圧の引き下げ率
シナ
リオ 3+歳2歳1歳0歳

（後期）
0歳

（モジャ
コ期）

3+歳2歳1歳0歳
（後期）

0歳
（モジャ
コ期）

−−−−−−−−−−S0
2%2%2%−−−−−10%−S4
6%6%6%−−−−−30%−S5
10%10%10%−−−−−50%−S6
7%7%−−−−−10%10%−S7
21%21%−−−−−30%30%−S8
35%35%−−−−−50%50%−S9

① βが0.95の漁獲管理規則案で将来の漁獲圧を決定
② 若齢⿂の漁獲を控える（漁獲圧を引き下げ）
③ 上記②で若齢⿂の漁獲を控えた分を、⾼齢⿂で漁獲する（⾼齢⿂の漁獲圧を

引き上げ）



3．将来予測 （参考）若齢⿂を獲り控えた場合の将来予測

将来の親⿂量と漁獲量の推移

23

⽬標管理基準値案

限界管理基準値案

禁漁⽔準案

MSY

親⿂量（万トン）

漁獲量（万トン）

S0
S4
S5
S6
S7
S8
S9

若齢⿂を獲り控える（S4〜S9）と、
獲り控えない場合（S0）と⽐較して

親⿂量は、
① より早く⽬標管理基準値案を上回る
② 親⿂量はより多い⽔準で安定

漁獲量は、
① 漁獲量の増加ペースが早い
② 漁獲量はより⼤きくなる



3．将来予測 （参考）若齢⿂を獲り控えた場合の将来予測

将来の親⿂量と漁獲量
2034203320322031203020292028202720262025202420232022獲り控え
757576787567471810000S0 なし
828283848174531910000S40歳

（後期） 919091939185642500000S5
959596979792743000000S6
888789908983642710000S70歳

（後期）
・1歳

979798999998905320000S8
9999100100100100987530000S9

将来の親⿂量がSBmsyを上回る確率

2034203320322031203020292028202720262025202420232022獲り控え
23.923.823.924.024.023.422.120.116.912.611.615.218.7S0 なし
24.424.324.424.624.524.022.520.316.812.511.615.218.7S4

0歳
（後期） 25.425.425.525.825.825.123.320.716.512.111.615.218.7S5

26.326.426.627.027.026.224.121.116.211.711.615.218.7S6
24.924.925.125.325.324.723.220.917.112.511.615.218.7S70歳

（後期）
・1歳

27.127.127.427.928.227.725.622.617.512.111.615.218.7S8
29.229.129.630.731.531.028.324.317.811.711.615.218.7S9

親⿂量の平均値の推移（万トン）

2034203320322031203020292028202720262025202420232022獲り控え
12.912.912.912.912.912.912.612.111.19.68.310.511.4S0 なし
13.213.213.213.213.213.212.912.311.29.78.310.511.4S4

0歳
（後期） 13.813.813.813.913.913.913.612.911.59.88.310.511.4S5

14.414.414.414.514.614.614.213.411.910.08.310.511.4S6
13.413.413.413.413.513.413.212.611.49.78.310.511.4S70歳

（後期）
・1歳

14.314.314.314.414.514.614.413.612.110.18.310.511.4S8
15.315.215.215.315.615.915.714.812.910.48.310.511.4S9

漁獲量の平均値の推移（万トン）

24



3．将来予測 （参考）若齢⿂を獲り控えた場合の将来予測

リスク評価

リスク
（10年間に1度でも起きる確率）

シナリオ若齢⿂獲り控え

漁獲量が半減する親⿂量が禁漁⽔準案を
下回る

親⿂量が限界管理基準
値案を下回る

0%0%0%S0なし
0%0%0%S4

0歳（後期） 0%0%0%S5
0%0%0%S6
0%0%0%S7

0歳（後期）
・1歳 0%0%0%S8

0%0%0%S9

25
• どのシナリオも限界管理基準値案（禁漁⽔準案）を下回るリスクや漁獲量

が半減するリスクはない



4．資源評価のステップアップ

26

将来の資源評価の⾒直しに向けた取り組み

① 資源量指標値の探索

② 年齢別漁獲尾数の⾼度化

③ ⾃然死亡係数の再検討



4．資源評価のステップアップ

①資源量指標値の探索
• 漁業による資源量指標値

• ⼤中型まき網
• 定置網

• 調査による資源量指標値
• モジャコ来遊量指数（前回SH会議で報告）
• ブリ仔⿂の平均個体密度

ブリ仔⿂の平均個体
密度の推移

チューニングVPAの試⾏結果

年
27



4．資源評価のステップアップ

②年齢別漁獲尾数の⾼度化

28

0歳 1歳 2歳 3歳 4歳、5歳、…

モジャコ期 後期

加⼊

3+歳
現在

4+歳
将来

3歳

資源評価におけるブリの成⻑段階

必要な取り組み
 ブリ銘柄の⽔揚情報収集強化
 成⻑情報や関係する⽣物パラ

メータの整備・更新



4．資源評価のステップアップ

③⾃然死亡係数の再検討

29

⾃然死亡係数の再検討における
取組み
ブリでは、これまでに多くの

標識放流・再捕のデータが蓄積

⾃然死亡係数の推定に利⽤



付録

⽤語集
説明⽤語

MSYを達成する漁獲係数（F）Fmsy
最⼤持続⽣産量。⻑期的に持続可能な最⼤⽣産量。①狭義のMSYは、再⽣産曲線とYPRあるいはプロダク
ションモデルから導かれ、②広義のMSYは、その資源にとっての現状の⽣物学的・⾮⽣物学的環境条件の
もとで持続的に達成できる最⼤（あるいは⾼⽔準）の漁獲量と定義される。

MSY

MSY（⻑期的に持続可能な最⼤⽣産量）を達成する産卵親⿂量（SB）SBmsy
個体が成⻑して漁業の対象に加わること加⼊
漁獲開始年齢に達した資源量（通常は資源尾数で表す）加⼊量
資源に対する漁獲の圧。広義には、漁獲圧（漁獲の圧⼒）の強さを漁獲係数（F）で表す。漁獲圧
親⿂量や資源量に対応して許容できる漁獲圧（漁獲係数）をどのように設定するかをあらかじめ定めた
ルール。漁獲管理規則

漁獲を死亡原因とした資源量の減少率の⼤きさを表す係数（⼈為的に管理可能）。漁獲（死亡）係数 （F）
年齢別漁獲尾数と⾃然死亡係数（M）を利⽤して年齢別漁獲係数（F）と資源尾数（N）を推定する⽅法。
資源量推定の代表的⼿法。コホート解析（VPA）

産卵親⿂量（SB）と加⼊尾数（R）の関係。リッカー型再⽣産関係では、ある産卵親⿂量で加⼊尾数が極
⼤となり、それを過ぎると加⼊が減少する。再⽣産関係

ある系群の資源重量または資源尾数。資源量

被⾷や病気などの⾃然要因を死亡原因とした資源量の減少率の⼤きさを表す係数（⼈為的に管理困難）。⾃然死亡係数（M）

コホート解析において、ある年の最⾼の漁獲係数（F）を有する年齢の漁獲係数で各年齢の漁獲係数を除
した値選択率

コホート解析において、年齢別漁獲尾数以外に資源量指数や漁獲努⼒量などの情報が得られている場合に、
これらを利⽤してターミナルFを推定する⽅法。特に最近年の推定値の不確実性の改善に効果がある。チューニングVPA

漁獲管理規則の中で、漁獲圧（漁獲係数）を調整する係数。0から1までの値をとる。シミュレーション
によって、典型的な資源に対してβ＝0.8が望ましいと確認されている。調整係数（β）


